
- 1 - 

  令和２年９月２日（１） 

開議 １０時００分 

○議長 爪丸裕和君 

 皆さん、おはようございます。 

ただいまの出席議員は、１３名であります。 

これより、令和２年第５回豊前市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１ 会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

今定例会の会期は、議会運営委員会で協議のとおり、本日から９月２４日までの２３日間

といたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、会期は２３日間と決定いたしました。 

 続きまして、日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において、４番 秋成英人議員、

１０番 岡本清靖議員を指名いたします。 

 日程第３ 諸般の報告をいたします。 

監査委員より、令和２年５月分から令和２年７月分までの出納例月検査の報告が届いてお

ります。各報告書につきましては、事務局に保管しておりますので御了承願います。 

 以上で報告を終わります。 

 日程第４ 議案の上程を行い、提案理由の説明を受けることにいたします。 

今定例会には、市長から議案１３件、報告６件が提出されております。これを一括上程し、

議題といたします。 

 市長に提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長 後藤元秀君 

 皆さん、おはようございます。 

 本日ここに、令和２年第５回豊前市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位に

は公私にわたり御多用のところ御臨席を賜り、誠にありがとうございます。厚くお礼を申

し上げます。 

 本議会に提案いたしております議案は、条例案件１件、その他の案件２件、予算案件１

件、決算案件９件、報告案件６件の計１９件であります。 

 それでは、議案の順序により御説明申し上げます。 

 議案第４３号は、豊前市税条例の一部改正についてであります。地方税法等の一部を改

正する法律等が公布されたことに伴い、関係規定を整備するものであります。 



- 2 - 

 議案第４４号は、豊前市土地開発公社定款の一部変更についてであります。豊前市土地

開発公社定款の一部を変更するに当たり、公有地の拡大の推進に関する法律第１４条第２

項の規定に基づき、市議会の議決を求めるものであります。 

 議案第４５号は、財産の取得についてであります。ＧＩＧＡスクール構想に係る小学校

児童及び中学校生徒１人に１台の端末を配置するため、豊前市内小中学校児童生徒用コン

ピュータを購入するに当たり、豊前市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例第３条の規定により、市議会の議決を求めるものであります。 

 議案第４６号は、令和２年度豊前市一般会計補正予算第５号についてであります。 

 今回の補正予算は、市政運営上、緊急に必要とされる経費等について、所要の措置をい

たしたところであります。 

 その補正額は、２億８，３６０万２千円で、補正後の予算総額は、１５８億５，６１６

万３千円であります。 

 歳出補正の概要について御説明申し上げます。 

 ２款総務費に、３，５８９万９千円の補正であります。その主なものは、文書管理費１，

７６１万７千円の補正であります。 

 ３款民生費に、２，７５７万３千円の補正であります。その主なものは、放課後児童健

全育成事業６９８万円、特別保育事業費等補助金７１９万８千円の補正であります。 

 ４款衛生費に、８５７万３千円の補正であります。その主なものは、保健衛生総務費に

５０７万３千円、老朽危険家屋等除却促進事業補助金に３００万円の補正であります。 

 ５款労働費に、施設用備品購入費６０万円の補正であります。 

 ６款農林水産業費に、１６５万８千円の補正であります。その主なものは、農業倉庫解

体工事に１３６万４千円の補正であります。 

 ７款商工費に、１，５７４万３千円の補正であります。その主なものは、道の駅改修事

業補助金６００万円、観光施設支援事業２３５万４千円の補正であります。 

 ８款土木費に、１，３８４万２千円の補正であります。その主なものは、道路補修費に

４８５万７千円、一般単独事業に５００万円、橋梁新設改良事業に２００万円の補正であ

ります。 

 ９款消防費に、２，５８７万３千円の補正であります。その主なものは、防災用備品２，

３１５万６千円の補正であります。 

 １０款教育費に、１億３８４万９千円の補正であります。その主なものは、小学校費の

学校管理費に３，８７６万３千円、小学校費の教育振興費に２，５４４万２千円、中学校

費の学校管理費に１，６２３万９千円、中学校費の教育振興費に５３９万１千円、学び推

進事業に６７７万６千円の補正であります。 

 １１款災害復旧費に、４，９９９万２千円の補正であります。７月の豪雨災害による農
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業用施設、土木施設等の復旧にかかる費用であります。 

 この補正予算の財源は、歳出補正に伴う国・県支出金等の特定財源のほか、一般財源と

して令和元年度繰越金を措置したところであります。 

議案第４７号から第５５号までは、令和元年度の決算の認定に関する議案であります。 

 各会計の概要及び主要施策の成果等につきましては、別冊に記述のとおりでありますの

で、詳細の説明は省略させていただき、会計別の決算等について、その概要を申し上げま

す。 

 議案第４７号 豊前市一般会計の最終予算額は、１３０億７，３２９万７千円であります。

これに対し、歳入決算額は１２５億２，１６５万６，１９４円で、予算に対する収入率は

９５．８パーセント、歳出決算額は１２３億９，２０９万７，８１０円で、対予算の執行

率は９４．８パーセント、歳入歳出差引１億２，９５５万８，３８４円の形式黒字となっ

ています。翌年度への繰越財源３８１万３，５００円を差引きした実質収支額は、１億２，

５７４万４，８８４円の黒字決算となっています。 

このうち７千万円は、地方自治法第２３３条の２及び財政調整基金条例第２条第１項の

規定に基づき積立をいたしております。 

議案第４８号 豊前市国民健康保険事業特別会計の最終予算額は、３３億４，１６７万

５千円であります。 

これに対し、歳入決算額は３１億５，６６３万８，６６０円で、予算に対する収入率は

９４．５パーセント、歳出決算額は３１億２，０５５万７，３３１円で、対予算の執行率

は９３．４パーセント、歳入歳出差引３，６０８万１，３２９円の黒字で、翌年度繰越金

となっています。 

議案第４９号 豊前市後期高齢者医療事業特別会計の最終予算額は、４億８，２７８万

８千円であります。 

これに対し、歳入決算額は４億７，６０９万２３９円で、予算に対する収入率は９８．

６パーセント、歳出決算額は４億５，８９０万１，２８９円で、対予算の執行率は９５．

１パーセント、歳入歳出差引１，７１８万８，９５０円の黒字で、翌年度繰越金となって

います。 

議案第５０号 豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計の最終予算額は、１，５０５万

９千円であります。 

これに対し、歳入決算額は１，０８７万１，３７６円で、予算に対する収入率は７２．

２パーセント、歳出決算額は１，４５５万８，２３５円で、対予算の執行率は９６．７パ

ーセント、歳入歳出差引３６８万６，８５９円の歳入不足となっておりますので、翌年度

より繰上充用いたしております。 

議案第５１号 豊前市営駐車場事業特別会計の最終予算額は、１，６００万５千円であ
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ります。 

これに対し、歳入決算額は１，５８３万５，５２７円で、予算に対する収入率は９８．

９パーセント、歳出決算額は１，５７０万９，２５３円で、対予算の執行率は９８．２パ

ーセント、歳入歳出差引１２万６，２７４円の黒字で、翌年度繰越金となっております。 

議案第５２号 豊前市バス事業特別会計の最終予算額は、３，６７１万８千円でありま

す。 

これに対し、歳入決算額は３，６５２万７，３２３円で、予算に対する収入率は９９．

５パーセント、歳出決算額は３，６５２万７，３２３円で、対予算の執行率は、９９．５

パーセントで歳入歳出は同額となっております。 

 議案第５３号 豊前市水道事業会計の令和元年度決算は、収益的収支では、収入５億７，

３３５万７，９５３円に対し、支出５億６，０９９万５，７１２円であり、消費税を除い

た当年度純利益は５２０万２，３９６円であります。 

また、資本的収支では、収入２億５１７万２，１４０円に対し、支出１億８，１２８万

１，４８４円であります。差引き２，３８９万６５６円であり、不足額はありません。 

 事業面では、配水管布設工事、老朽管布設替工事等、１３工事で工事延長９５７．７メ

ートルを実施しました。 

また、第８期拡張事業につきましては、４工事で工事延長３４０．４メートルを実施し

ました。 

今後とも、なお一層の効率的な経営に向け、企業努力してまいる所存であります。 

 議案第５４号 豊前市公共下水道事業会計の令和元年度決算は、収益的収支では、収入４

億７，９９３万２，８３７円に対し、支出４億９，７３９万４，５１３円であり、消費税

を除いた当年度純損失は１，８０５万９，６３２円であります。 

 また、資本的収支では、収入１億９６９万８，１００円に対し、支出３億４９４万７，

８８５円であり、差引１億９，５２４万９，７８５円の不足が生じておりますが、この不

足額につきましては、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５２４万６，２６

０円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５９万７，９５６円、過年度分損

益勘定留保資金１億８，６２９万６，５６９円、繰越工事資金３１０万９千円で補てんし

たところであります。 

 事業面では、汚水管渠布設等９工事、工事延長１，５６４．９メートルを実施しました。 

今後とも、なお一層の効率的な経営に向け、企業努力してまいる所存であります。 

議案第５５号 豊前市東部地区工業用水道事業会計の令和元年度決算は、収益的収支で

は、収入２，０９９万７，０２４円に対し、支出２，０６２万５５１円であり、消費税を

除いた当年度純利益は３７万６，４７３円であります。 

 また、資本的収支は、収入支出同額の４７７万６，７３８円であります。 
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 今後とも、なお一層の効率的な経営に向け、企業努力してまいる所存であります。 

報告第４号は、令和元年度豊前市の財政の健全化判断比率について、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、別紙監査委員の意見を付けて報告す

るものであります。 

健全化判断比率である実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担

比率は、いずれも国の早期健全化基準を大きく下回っております。 

報告第５号は、令和元年度豊前市工業用地造成事業特別会計の資金不足比率について、

報告第６号は、令和元年度豊前市水道事業会計の資金不足比率について、報告第７号は、

令和元年度豊前市公共下水道事業会計の資金不足比率について、報告第８号は、令和元年

度豊前市東部地区工業用水道事業会計の資金不足比率についてであります。 

 各会計の資金不足比率について、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第

１項の規定により、別紙監査委員の意見を付けて報告するものであります。 

 各会計における資金不足比率については、資金不足を生じた会計がないため、いずれも

経営健全化基準に該当しておりません。 

 報告第９号は、豊前市土地開発公社の令和元年度事業及び決算並びに令和２年度事業計

画及び予算について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により報告するものであり

ます。 

以上、提出議案の概要について御説明申し上げましたが、いずれの議案も市政運営上、

緊急かつ必要な案件でありますので、議員各位には、慎重に御審議の上、すみやかに御議

決下さいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明を終わります。 

○議長 爪丸裕和君 

 以上で議案の上程、並びに提案理由の説明を終わります。 

 次に、今定例会に提案されております決算認定案件に関し、監査委員に審査の概要につ

いて、報告を求めます。 

 初山監査委員。 

○監査委員 初山吉治君 

それでは、令和元年度一般会計、特別会計及び公営企業会計の決算審査の結果を報告い

たします。 

 審査は、市長から提出されました、各会計の歳入歳出決算書、及び法令で定められまし

た付属書類等をもとに、本年６月１日から７月末まで、岡本監査委員とともに実施いたし

ました。 

審査は、各会計の決算書及び付属書類の合規性、計数の正確性、並びに決算収支の状況

等に主眼を置き、関係帳簿との照合、点検、担当課からのヒアリング等により審査を行い

ました。 
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審査に付されました各決算書は、関係法令に準拠して作成されており、決算の計数は関

係諸帳簿及び証拠書類と照合した結果、適正と認められました。また予算の執行状況も、

所期の目的に従っておおむね効率的に執行されているものと認められました。 

詳細については、お手元に配付されております審査意見書に記載しておりますので、省

略させていただきますが、元年度決算を実質収支でみると、住宅新築資金等貸付事業会計

を除き黒字決算となっております。 

しかし、実質単年度収支では一般会計は約１億３千万円の赤字でありました。 

地方財政健全化法に基づく各指標につきましては、ほぼ前年度並みで、国が示す早期健全

化基準からは大きく下回っておりますが、他の自治体と比較しますと、依然として高い数

値となっております。 

さらに財政構造の弾力性を示す経常収支比率は昨年度より０．５ポイント上昇し９９．

２％。財政の硬直化は非常に深刻な状況にあります。 

このような状況下、歳入にあっては、税・使用料等の自主財源の確保、収納向上対策等

により収入未済額のさらなる縮減に努める一方、歳出については常に事務事業の点検、見

直しを行い、限られた予算の効率的、効果的な執行に努められたいと思います。 

地方自治法にうたわれています、最少の経費で最大の効果をあげる、このことが今まで

以上に求められます。 

次に公営企業会計でありますが、いずれも厳しい経営状況であります。本来、独立採算

制が原則でありますが、一般会計からの補助金、いわゆる営業外収入に大きく依存してい

る現状であります。 

 今後もさらなる経営改善に努めていただきたいと思います。 

元年度の決算は、新型コロナウイルスの影響は大きくないとは思われますが、２年度以

降には大きく影響してくるものと思われます。１００年に一度といわれる国難の非常に厳

しいなか、社会経済環境の大きな時代の流れを見誤ることなく的確に読み取り、今後とも

市民福祉の維持、向上に努めていただきたいと考えております。 

以上簡単ですが、審査の結果報告とさせていただきます。 

○議長 爪丸裕和君 

 以上で監査委員の報告を終わります。 

 日程第５ 議案に対する質疑、及び議案の委員会付託を行います。 

これより、質疑に入ります。 

議案第４５号に対する質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

これをもって、質疑を終わります。 

ただいま議題となっております議案第４５号は、総務委員会に付託いたします。 
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 ここで、議事運営上、暫時休憩いたします。 

 休憩中に総務委員会の開催をお願いいたします。 

 それでは、暫時休憩いたします。 

休憩 １０時２３分 

再開 １０時３５分 

○議長 爪丸裕和君 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 委員長に付託案件に対する審査の経過、並びに結果について、報告を求めます。 

 総務委員長。 

○６番 黒江哲文君 

 それでは、委員会報告をいたします。 

総務委員会は、先ほど休憩中に開催いたしました。付託された案件は１件、議案第４５号 財

産の取得について、でございます。 

ＧＩＧＡスクール構想に係る小学校児童及び中学校生徒 1人に１台の端末を配付するた

めの議案でありました。 

 慎重審議の結果、全会一致で可決でありました。 

 以上で委員会の報告といたします。 

○議長 爪丸裕和君 

 以上で委員長報告を終わります。 

委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

これをもって、質疑を終わります。 

これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

これをもって、討論を終わります。 

これより、採決に入ります。 

日程第６ 議案第４５号を採決いたします。 

議案に対する委員長報告は、可決であります。 

本案を委員長報告のとおり決することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

以上で本日の日程は、全て終了いたしました。 

一般質問は、９月９日から１１日までの３日間を予定しております。なお、議案に対す

る質疑は、一般質問後に行います。 
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一般質問並びに議案に対する質疑のある方は、本日午後５時までに発言通告書の提出を

お願いいたします。発言の順序は、通告書提出の順序といたしますが、議事運営上、変更

いたすこともありますので、御了承ください。 

それでは、本日は、これをもって散会いたします。 

皆さん、お疲れ様でした。 

散会 １０時３８分 


